
 

 地域の皆様には日頃より玉宮小学校の教育にご支援・ご協力いただきありがと
うございます。さて、甲州市では平成３０年度の「学校運営協議会設置・拡充に
向けた学習会」、令和元年度の「甲州市コミュニティ・スクール推進委員会」での
方針に沿って、令和２年度からすべての小中学校が「コミュニティ・スクール」
としてスタートを切りました。本年度につきましても、その内容を保護者や地域
の方々に広くお伝えしながら『地域とともにある学校づくり』に取り組んで参り
たいと考えています。  

 

◆ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）とは…◆ 

 コミュニティ・スクールという制度は、できてからもう１０年以上が経ちます。コミュニティ・スクー

ルとは、「学校運営協議会制度」を導入した学校のことです。 

では「学校運営協議会制度」とは何でしょうか。 

学校運営協議会制度とは、学校と保護者や地域の代表が

集まり、学校運営の基本方針や課題について協議しあい、

学校の運営方針を承認したり、意見を反映させたりするこ

とを通して、より質の高い「地域に根差した教育」を目指

すものです。 

 「学校運営の基本方針て何だろう」と感じる方も多いと

思います。学校では、右図のようなグランドデザインとい

うものを作り、それを示すことが多くなっています。「どん

な学校にしたいのか」ということを比較的簡単な図で示

し、それについてこんなところを頑張っていきたいという

ことを学校側から提示します。そして、それに対して「保

護者としてそういった教育活動に対してどんな協力がで

きるのかな」「地域の方としてはどんな支援ができそうか

な」ということをみんなで共有して、そして合意の基に学

校運営を進めていくための協議の場です。 

 また、実際にコミュニティ・スクールとして保護者や地

域の方のお力を借りる一番わかりやすいものが、保護者・地域の方の専門的知識を活用していただき授業

のお手伝いをしていただくボランティアとして協力していただくことです。たとえば授業の内容によって

「〇年生の総合で玉宮の□□調べ」を行うといったときに、地域の方の専門的な知識を活かしていただく

ことで、より身近で具体的なわかりやすい授業とすることができます。その結果として、さらに子供たち

は自分の生まれ育った地域のことにより深い関心を持つことができます。 
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玉宮小学校では、コミュニティ・スクールを推進していくにあたり、学校と保護者や地域とが

一緒になってより良い学校運営を行っていくという立場から、それぞれの得意分野の知識・技術

を活かしていただくボランティアの方の名簿作成を行っています。これまで学校の事業に協力し

てくださった方はもちろん、自然、歴史、昔の遊びや道具、地域社会に詳しい方の積極的な学校

への連絡をお待ちしております。なお、本年度の学校運営協議会につきましては、６月１４日（月）

と３月９日（水）の年２回の開催を予定しています。 
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